
に
書
い
た
。
明
治
二
十
九
年
三
月
か
ら
明
治
三
十
三

年
七
月
ま
で
の
何
年
か
が
留
学
期
間
で
あ
ろ
う
。

　

秀
世
が
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
で
管
見
の
限
り

の
タ
イ
ト
ル
を
拾
う
と
、

 

・「
ア
デ
イ
ソ
ン
氏
病
ノ
一
例
（
承
前
）」（「
中
外 

　

医
事
新
報
」
三
六
四
号
一
八
九
五
年
五
月
）

 

・「
失
語
症
」（「
神
経
学
雑
誌
」
一
九
〇
二
年
六
月
）

 

・「
失
語
症
ニ
就
キ
テ
」（「
神
経
学
雑
誌
」
一
九
〇
二

　

年
八
月
）

 

・「
脊
髄
病
」（「
神
経
学
雑
誌
」
一
九
〇
二
年
十

　

二
月
）。

等
が
あ
る
。
秀
世
の
専
門
分
野
は
わ
た
し
に
は
判

断
で
き
な
い
。

２
　『
か
な
の
し
を
り
』

　

百
合
子
の
書
の
師
範
と
し
て
の
業
績
は
『
か
な

の
し
を
り
』
に
象
徴
さ
れ
る
。
本
書
は
書
の
手
本
帳

と
し
て
、
百
合
子
の
作
品
の
影
印
を
集
め
た
も
の
と

推
測
さ
れ
、
信
綱
の
尽
力
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
出
版
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
て
い
た
。
信
綱
は
才
能

あ
る
人
た
ち
へ
の
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
か
ら
、

百
合
子
の
力
量
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

石い
し
く
れ
ち
ま
た

榑
千
亦
は
弔
辞
で
、

園
主
（
注
＝
信
綱
）
は
君
（
注
＝
百
合
子
）

が
習
字
帖
を
書
肆
に
出
版
せ
し
む
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

に

尽
さ
れ
、
談
漸
く
進
み
て
そ
の
便
を
お
く
り

0

0

0

0

0

つ
る
は

0

0

0

、
あ
は
れ
君
は
は
や
う
不
起
の
臥
床

に
在
る
日
な
り
き
。

「
峰
百
合
子
ぬ
し
を
懐
ふ
」（「
心
の
花
」
大
正

八
年
十
月
）（
傍
点
佐
佐
木
）

と
言
っ
て
い
る
。
傍
点
部
分
は
出
版
費
用
は
本
屋

が
持
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。
悲
し
い
か
な
、
出
版

が
本
決
ま
り
に
な
っ
た
と
い
う
手
紙
を
書
い
た
時

に
は
、
百
合
子
は
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

信
綱
は
「（『
か
な
の
し
を
り
』
の
）
中
に
い
れ

む
と
て
み
せ
ら
れ
し
色
紙
と
短
冊
」
と
書
き
、
掲

載
作
品
は
百
合
子
が
選
び
、
信
綱
の
了
解
を
得
て

い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
本
は
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
不
明
で
あ

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
一
書
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。出
版
は
白
紙
に
戻
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３
　
楠
緒
子
の
遺
稿
集
計
画

　

百
合
子
は
「
東
京
婦
人
の
化
粧
」
の
な
か
で
「
大

塚
楠
緒
子
さ
ん
の
は
何
に
出
て
ゐ
る
の
で
も
探
し

出
し
て
よ
み
ま
す
」
と
楠
緒
子
の
追
っ
か
け
の
よ

う
な
発
言
を
し
て
い
る
。

　

楠
緒
子
は
明
治
四
十
三
年
十
一
月
九
日
に
亡
く

な
る
が
、
間
も
な
く
楠
緒
子
の
遺
稿
集
の
出
版
計
画

が
持
ち
あ
が
っ
た
。
結
果
的
に
出
版
は
中
止
と
な
る

が
、
経
緯
を
み
る
と
、
発
案
者
は
夫
の
保
治
で
は
な

く
、
楠
緒
子
を
慕
う
友
人
達
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
か
で
も
百
合
子
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
が
進
め

ら
れ
た
よ
う
だ
。
少
な
く
と
も
保
治
の
目
に
は
遺
稿

集
計
画
の
中
心
人
物
は
百
合
子
だ
と
映
っ
て
い
た
。

　

保
治
と
女
性
た
ち
と
の
間
を
仲
介
し
た
の
は
信

綱
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
と
思
わ
れ
る

保
治
か
ら
信
綱
に
あ
て
た
書
簡
。

竹
柏
園
集
第
二
編
暫
時
借
覧
願
度
候

過
日
御
話
有
之
候
楠
緒
遺
稿
整
理
ニ
つ
き
尚

御
相
談
願
度
こ
と
あ
り
い
づ
れ
明
け
て
御
暇

の
折
拝
趨
御
指
図
願
度
と
存
候

『
近
代
文
学
館
資
料
叢
書　

文
学
者
の
手
紙
１
』

　

保
治
が
『
竹
柏
園
集
第
二
編
』（
明
治
三
十
五
年
五

月
刊
）
を
借
り
た
い
と
い
う
の
は
遺
稿
整
理
の
た
め

で
あ
ろ
う
と
『
資
料
叢
書
』
の
注
に
あ
る
。
楠
緒
子

は
「
美
文
」（
内
容
は
小
説
）
六
編
を
寄
せ
て
い
る
。

　
「
過
日
御
話
有
之
候
」
と
い
う
表
現
か
ら
遺
稿
集

の
発
案
者
は
保
治
で
は
な
く
、
信
綱
の
よ
う
に
読

め
る
。
そ
こ
で
、遺
稿
整
理
の
方
法
に
つ
い
て
〈
尚
〉

相
談
し
た
い
の
で
、〈
明
け
て
〉
年
が
改
ま
っ
て
、

直
接
対
面
し
て
指
図
願
い
た
い
、
と
言
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
亡
く
な
っ
て
間
も
な
い
時
期
だ
か
ら
保

治
の
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
の
も
無
理
で
は
な
い
。
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